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女子学生の生活感情の研究 （v) 
一一 3時点聞の比較一一
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I はじめに
近年，大学・短大への進学率が高まり，受験競争は一層厳しいものとなってきている。この
難関を突破した者は，大きな安堵感をもっと同時に，大学に対して様々な期待をもって入学す
る。彼らにとって学生生活は，授業・クラブ活動 ・社会活動 ・遊びなど，それまでの受験のた
めの重苦しい生活とは違って，新鮮で，豊かで， 自由なものである。
しかし，学生生活の現実は，必ずしも彼らの期待遇りではない。入学してしばらくすると，
授業が面白くない，生活に張りを見出せないなど，不満や失望や戸惑いを感じ，アパシー（無
感動 ・無気力）な状態になり，何となく毎日を過ごすという者がでてくる。これらの者は決し
て少なくない。
大学生時代は，自分が何であるか，何になりたいのかを問われる時期である。しかし，学生
の中には，自己を限定すること，自己を見出すことができずに，いわゆるアンデンティティ拡
散の状態にある者が多い。この状態を小此木は「社会的自己の選択を回避し， …・・・時間的な見
通しを失い，生活全体の緩慢化や無気力を来す，人と人との親密なかかわりを避ける」と述べ
ている。福島が「〈学生〉という身分は，アイデンティティ形成に先立つモラト リアムの時代
といえるのであって，〈学生というアイデンティ ティ〉は持ち難いJと述べているように，大
学時代は，青年が自己に最も適切なアイデンティ ティ を見出すための心理・社会的な義務や責
任を免除される猶予期間であるともいえよう。
こうした心理状態を，生活態度の情緒的側面である 「生活感情」の面からとらえようとする
のが，われわれの一連の研究の目的である。
本報告では，まず，第百報で報告できなかった 3年課程短大（看護系）の学生の，2年修了
時から卒業時にかけての生活感情の変化についてふれ，さらに，全体象者について，入学 ・l
年修了 （一部は2年修了も加える） ・卒業のすべての時点で資料が得られたものに限って再整
理し，生活感情の変化の程度・方向を明らかにする。
※ 北海道大学医療技術短期大学部（ Colege of Medical Technology, Hokkaido Univ.) 
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E方法
1.「生活感情尺度」の構成
第I－町報の研究で用いたものと同ーの調査票を使用した。重複をさける意味で，ここでは
省略する。詳しくは，尺度作成者の解説書及び第I・ I報を参照されたい。
2.対象および実施方法
対象者の構成の違いによる影響を除くために，第I・皿 ・N報と同じ学生を対象にした。
2年修了時と卒業時との変化をみるために，看護系学科学生には，卒業時の 3月（昭和59年）
に4回目の調査を実施した。同一学生の資料で比較することから，2年修了時（昭和58年）と
卒業時の2固とも実施できた分に限って有効とした。有効対象数は50である。
全体的変化の程度・方向を明らかにするための再整理では，入学時・ 1年終了時（ 3年制短
大では2年修了時も）・卒業時の3時点（ 3年制短大では4時点）で資料が得られたものに限っ
た。その結果， 5系統学科の531人分の資料が分析対象となった。学科別の内訳は，美術系51,
家政系154，体育系51，教育系225，看護系50となっている。
3.結果の処理
第I-N報と同じであるので，ここでは省略する。
m 結果および考察
1.看護系学生の生活感情の変化（2年修了時と卒業時との聞の変化）
まず，看護系学生の生活感情をみてみる。第百報で， l年修了時から卒業時への変化をみた
のであるが，看護系短大は3年課程であるので，この系統学科のみ 1年修了時から 2年修了時
への変化をみた。ここでは，看護系学生の2年修了時から卒業時への変化について， 未発表資
料を報告する。
(1）全尺度合計の変化
生活感情の全体像をあらわす全尺度合計は，表1に示すように， 2年修了時109.16から卒業
時125.92へと増加しており，統計的にも有意な差が認められる。つまり，よりポジティブ（肯
定的 ・積極的）な方向へ生活感情が変化したといえる。この変化は，これまで（入学時から 2
年修了時まで）の減少の変化とは逆方向のものとなっている。
表1 看護系学生（ n=50）の平均値及び標準偏差
調主~三一度 全尺度合計 連帯孤独 安定一不安定 充実ー空虚
2年修了時（A) 109 .16 (21. 91) 38.46 (8.03) 37.12 (6.98) 33.58 (9.01) 
卒 業 時 （B) 125.92 (21.64) 41.10 (6.46) 41.88 (7.19) 42.94 (9.57) 
平均値の差（B-A) + 16. 76 十 2.64 + 4.76 + 9.36 
中目 関 係 数 + 0.53 + 0.47 + 0.47 + 0.59 
平均値の差の検定結果 P < .001で有意 P<.05で有意 P < .001で有意 P < .001で有意
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第百報では，他の系統学科が増加の方向を示したにもかかわらず， 看護系のみ一層の減少を
たどり注目された。その際，この系統学科のみ卒業という生活上の大きな転換期にさ しかかっ
ていないからそうなったのであり，一般的には卒業時点ではポジティブ化が認められると判断
したが， 今回の資料はそれを裏づけるような結果となっている。
2年終了時と卒業時との関連は，相関係数から判断されるように，かなりの相聞がある （つ
まり，本質的に関係がある）といえる。
第百報の結果を比較してみると，2年修了時から卒業時への増加量は，l年修了時から2年
修了時への減少量に相当する。
(2）尺度レベルでの変化
これを尺度別にみると，表1から明らかなように，いずれの尺度でも有意な差が認められ，
かっ， 2年修了時から卒業時へと増加している。すなわち，全尺度合計で認められた増加は，
すべての尺度の増加の結果であり，連帯感 ・安定感・充実感がいずれも強まる形で，生活感情
のポジティブ化がおこったといえる。
2時点聞の関連は，いずれの尺度においてもかなりの相闘がある （本質的に関係がある）結
果となっている。
第百報の結果と比較してみると，各尺度の2年修了時から卒業時への増加量は，1年修了時
から 2年修了時への減少量に相当する。すなわち，減少の大きかった充実感 ・安定感 ・連帯感
の）｜闘で，大きく増加したのである。
(3）項目レベルでの変化
さらに詳しくみるために，各尺度を構成している項目の変化についても検討を加えてみよう
（表2）。
連帯一孤独尺度では，全項目で増加の傾向が認められるが，統計的に有意な差を伴って増加
しているのは1項目にすぎない。すなわち，卒業時点での看護系の学生は，2年修了時に比べ
て，まとまったという傾向を強めたのである。
安定 不安定尺度では， 6項目で有意な差が認められたが，いずれも増加している。これは，
安定した，おちついた，おだやかな，健康的な，力あふれた，調和のとれたという傾向を強め
たのである。
充実一空虚尺度では， 10項目全部で、有意な差を伴って増加している。すなわち，明るい，楽
しい， 喜ばしい，充実した，あたたかな，前向きな，望みのある，満ちたりた，成長していく，
若々しいという傾向を強めたのである。
先に述べたように，全体的に 1年修了時の状態に回復した得点となっているが，更にそれを
上回っている項目もある。静かな，喜ばしい，充実した，前向きな，満ちたりた，などがそう
であり，項目によっては入学時の得点以上になっているものもある。3年間の学業を終えた時
点の心情が表れているといえよう。
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表2 看護系学生 （n =50）の項目評定点平均 （標準偏差）及び平均の差の検定結果
尺 度 宅頁 目 2年修了時 卒 業 時 相関係数 検定結果
にぎやかな 3.90 (1.42) 4.02 (1.25) + 0.16 N. S. 
まとま った 3.08 (1.40) 3.60 (1.36) + 0.47 ＊ 
協力的な 4.50 (1.16) 4.66 (1.08) + 0.49 N. S. 
連 帯 うちとけた 4 .00 (1.47) 4.30 (1.27) + 0.19 N. S. 
開放的な 3 .80 (1.44) 4 .26 (1.10) + 0.11 N. S. 
仲間 の多 い 4 .36 (1.10) 4.66 (1.06) + 0.30 N. S. 
孤 独 指導力のある 3 .40 (1.07) 3.42 (1.18) 十 0.28 N. S. 
集団的な 3.70 (1.20) 3.96 (1.03) + 0.60 N.S 
頼りになる 3.60 (1.14) 3.96 (1.21) + 0.40 N. S. 
愛情的な 4 .12 (1.30) 4.26 (1.12) + 0.56 N. S. 
安定した 2 .82 (1.27) 3.70 (1.66) + 0.37 ＊＊＊ 
おちついた 3 .38 (1.26) 4.14 (1.29) + 0.22 ＊ ＊ 
おだやかな 3.70 (1.16) 4.08 (1.10) + 0.38 ＊ 
安 疋ー 健康的な 4.04 (1.59) 4.70 (1.43) + 0.52 ＊ ＊ 
カあ ふ れ た 3 .18 (1.22) 4.10 (1.23) + 0.37 ＊＊＊ 
静 か な 4.02 (1.08) 4.16 (0.98) + 0.33 N.S. 
不安定 しっかりした 4.22 (1.04) 4.38 (1.07) + 0.35 N. S. 
信じやすい 4 .50 (1.30) 4.54 (1.22) + 0.42 N. S. 
調和の とれ た 3 .48 (1.18) 4.16 (1.06) + 0.31 ＊＊＊ 
楽観的な 3.78 (1.36) 3.92 (1.44) + 0.22 N. S. 
明 る 、峰 3 .52 (1.52) 4 .22 (1.54) 十 0.57 ＊ ＊ 
楽 し 1λ 2.60 (1.20) 3. 76 (1.38) + 0.36 ＊＊＊ 
喜 ばしい 3 .54 (1.11) 4.46 (1.03) + 0.42 ＊＊＊ 
充 実 充 実 し た 3 .06 (1.25) 4.00 (1.26) + 0.45 ＊＊＊ 
あ たたかな 3.74 (1.23) 4.60 (0.97) + 0.29 ＊＊＊ 
前向き な 3.76 (1.41) 5.C4 (1.03) + 0.42 ＊＊＊ 
空 虚 望みのある 3 .68 (1 .38) 4.64 (1.12) 十0.40 ＊＊＊ 
j荷 ち たり た 2 .64 (0 .96) 3.74 (1.31) 十0.38 ＊＊＊ 
成長して ゆ く 3.44 (1.30) 4.44 (1.31) + 0.39 ＊＊＊ 
若々 し L、 3.60 (1.29) 4.04 (1.24) + 0.31 ＊ 
（注） * * * : P <. 001で有窓， ＊* : P <.Olで有意， ＊：P<.05で有意，N.S. ．有意差なし。
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2.女子学生全体の生活感情の変化
第I～町報及び本報の前半において，入学時から卒業時までに行った調査について， 2時点
の比較を中心に検討を加えてきた。これには，有効対象数をなるべく多く確保して分析するこ
とと，結果を詳細にわかりやすと示す意味があった。 しかし，対象数がその都度変わったため，
資料の数値も若干異なる結果になり，全体を通しての変化の把握が必ずしも明確に示されな
かったき らいがある。そこで， 全時点で資料が得られた者に限って整理しなおし，変化の方向
と程度を再確認してみようとするのが，
この部分以降の意図するところである。
まず，女子学生全体の変化を検討し，次
に，所属系統学科別の変化を検討する。
(1）全尺度合計の変化
生活感情の全体像をあらわす全尺度合
計の変化は， 表 3のとおりである。 2時
点の比較において，10以上の差がみられ
たものを減少又は増加の変化があったも
のとみなし，土9以内の差の範囲のもの
を変化がなかった（不変）とみなすと，
不変が最も多いのであるが，どちらかと
表3 女子学生全体 （N=531）の
全尺度合計の変化
入学→1修 H墓→卒業
減少（ ～ー10) 188 (35.4) 102 (19. 2) 
不変（－9～+9) 238 (44. 8) 232 (43.7) 
増加（＋10～ ） 105 (19. 8) 197 (37. 1) 
平 均 f直 -3.87 +4.88 
標準偏差 18.35 20. 70 
相関 係数 -0.42 
平 均 の検定 P <.001で有意
（注）入学→l修．入学時から 1年修了時への変化，
l修→卒業：l年修了時から卒業（2年修了）
時への変化（以下同じ）。
いうと入学時から l年修了時にかけては減少した者が多く，1年修了時から卒業（ 2年修了）
時にかけでは増加した者が多いといえる。
2時点の差の平均植は，入学→l修で－3.87, 1修→卒業で＋4.88となっており，平均値の
差の検定結果は有意となっている。変化の関連は，相関係数から判断されるように，かなりの
相関（本質的な関係）があり，マイナスであることは，入学→1修で減少した者は1修→卒業
で逆に増加する傾向にあることを意味する。
上述のよう・な基準で3分割し，相関表を作ってみると，表4のようになる。 入学→1修と 1
修→卒業とを組み合わせてみると，不変→不変が最も多く，次いで減少→増加，不変→増加，
減少→不変の順となっている。
表4 全尺度合計の増減の状況
1年修了 → 卒業（2年修了）
減少（ ～ー 10) 不変（－9～十9) 増加（＋10～ ） 計
減少（ ～ー 10) 24 ( 4.5) 60 (11. 3) 104 (19.6) 188 (35. 4) 
入 学
不変（－9～+9) 42 ( 7.9) 119 (22. 4) 77 (14. 5) 238 (44.8) 
増加（＋10～ ） 36 ( 6.8) 53 (10.0) 16 ( 3.0) 105 (19.8) 
l年修了
言十 102 (19. 2) 232 (43.7) 197 (37. 1) 531 (100 .0) 
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(2）尺度レベルでの変化
全尺度合計でみられた変化の方向と程度は，構成している三つの尺度でも同様であるかどう
かを次にみてみる。各尺度の2時点の比較においては，4以上の差がみられたものを減少又は
増加の変化があったものとみなし，±3以内の範囲のものを変化がなかった （不変）とみな し
て処理する。
連帯一孤独尺度の変化は，表5に示すとおりである。入学時から 1年修了時にかけては減少
した者がより多く， l年修了時
から卒業（ 2年修了）時にかけ 表5 女子学生全体（N=531）の
ては増加した者がより多いとい
える。平均値の差の検定結果は，
有意となっている。変化の関連
では，かなりの相関（本質的な
関係）があり，大学→1修で減
少した者は1修→卒業で増加す
る傾向にあるといえる。3分割
の相関表（表7)から，入学→
1修と 1修→卒業との組み合わ
減少（～－4) 
不変（－3～＋3)
増加（+4～
平 均 f直
標準 偏差
相関 係数
平均の検 討
連帯ー孤独尺度の変化
入学→1修 1修→卒業
182 (34.3) lll (20. 9) 
231 (43.5) 216 (40. 7) 
118 (22. 2) 204 (38. 4) 
-0.76 +1.71 
6.96 7.00 
-0.42 
P <. 001で有意
せでは，不変→不変が最も多く，減少→増加， 不変→増加，減少→不変の順となっている。つ
まり，全尺度合計と極めて類似した傾向の変化となっているのである。
安定一不安定尺度の変化も，充実一空虚尺度の変化も同様な結果となっている （表6・8・
9 ）。3尺度の中では，充実一空虚尺度が最も大きく変化しており，入学→l修の減少，l修
→卒業の増加が顕著になっている。
表6 女子学生全体 （N=531）の安定一不安定 ・充実一空虚尺度の変化
安定一不安定尺度 充実一空虚尺度
入学→l修 l修→卒業 入学→1修 1修→卒業
減少（ ～－4) 178 (33. 5) 126 (23. 7) 214 (40.3) 129 (24.3) 
不変（ 3～＋3) 243 (45.8) 202 (38.0) 198 (37.3) 202 (38. O)
増加（+4～ 110 (20. 7) 203 (38.2) 119 (22. 4) 200 (37.7) 
平 均 値 -1.25 +1.60 1.86 十1.57
標準偏差 6.88 7.69 8.04 9.06 
相関係数 -0.46 -0.34 
平均の検定 P <. 001で有意 P <. 001で有意
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表7 連帯ー孤独尺度の増減の状況
l年修了 →卒業（2年修了）
減少（ ～－4) 不変（－3～＋3) 増加（+4～ 言十
減少（ ～－4) 19 ( 3. 6) 61 (1. 5) 102 (19. 2) 182 (34.3) 
入学
不変（－3～+3) 48 ( 9. 0) 103 (19. 4) 80 (15. 1) 231 (43.5) 
増加（＋4～ ） 44 ( 8. 3) 52 ( 9.8) 2 ( 4.1) 118 (22. 2) 
l年修了
lll (20. 9) 216 (40. 7) 204 (38.4) 531 (100 .0) 言十
表8 安定一不安定尺度の増減の状況
1年修了 →卒業 （2年修了）
減少（ ～－4) 不変（－3～＋3) 増加（+4～ 言十
減少（ ～－4) 27 ( 5.1) 50 ( 9. 4) 101 (19.0) 178 (33.5) 
入学
不変（ 3～十3) 52 ( 9. 8) 107 (20. 2) 84 (15. 8) 243 (45.8) 
増加（＋4～ ） 47 ( 8. 9) 45 ( 8.5) 18 ( 3. 4) 110 (20. 7)
1年修了
言十 126 (23. 7) 202 (38. 0) 203 (38.2) 531 (100 .0) 
表9 充実一空虚尺度の増減の状況
l年修了 → 卒業（2年修了）
減少（ ～－4) 不変（－3～＋3) 増加（+4～ 計
減少（ ～－4) 35 ( 6. 6) 66 (12. 4) 113 (21. 3) 214 (40.3) 
入学
不変（－3～+3) 47 ( 8.9) 88 (16. 6) 63 (11. 9) 198 (37. 3) 
増加（+4～ ） 47 ( 8.9) 48 ( 9. 0) 24 ( 4. 5) 119 (22. 4) 
1年修了
129 (24.3) 202 (38. 0) 200 (37. 7) 5331 (100 .0) 言十
3.所属学科別にみた生活感情の変化
女子学生全体でみられた変化の程度・方向は，どの系統学科に所属している者にも共通して
認められるかどうかを次にみてみよう。女子学生全体を五つの系統に分けて整理した結果は，
以下のようになっている。
(1）全尺度合計の変化
所属学科別の全尺度合計の変化を一覧にしたのが表10である。女子学生全体と類似した結果
になっているのは家政系と教育系で，入学→1修， 1修→卒業とも不変が最も多いが，入学→
1修で減少が，l修→卒業で増加が目立つている。 両群ともかなりの逆相闘がある。両群を合
わせて，379名（全体の71.4%）に達するので，前述の女子学生全体はこの影響を強く受けた
結果になっているのであろう。
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美術系は，入学→ l修， l修→卒業とも不変が多く，減少や増加の顕著な傾向がないという
点で特徴的であり，平均値の差も少なく，統計的に有意とはなっていない。相関も低い。
体育系は，入学→ l修で減少が，1修→卒業で増加が最も多いという特徴がある。減少→増
加の変化の比率が最も高い群である。したがって，かなりの逆相闘がある。
3回の変化の時期が考えられる看護系では，入学→ 1修で減少が多く，1修→ 2修で一層減
少し， 2修→卒業で逆に大きく増加するという特徴を示している。
表10 所属学科別の全尺度合計の変化
家政系（n=154) 教育系 （n=225)
入学→ 1修 lj$；→卒業 入学→l修 l修→卒業
減少（ ～ー10) 50 (32. 5) 20 (13. O) 76 (33.8) 30 (13.3) 
不変（－9～＋9) 82 (53.2) 74 (48.1) 99 (44. 0) 103 (45. 8)
増加（十10～ ） 22 (14. 3) 60 (39.0) 50 (22. 2) 92 (40.9) 
平 均 値 -4.53 +7.97 -3.42 +7.91 
標準偏 差 16 .14 18.96 19.25 19.65 
相 関係数 -0.58 -0.51 
平均の検定 P <. 001で有意 P <. 001で有意
美術系（n=51) 体育系（n=51)
入学→1修 l修→卒業 入学→1修 1修→卒業
減少（ ～ 10) 12 (23. 5) 11 (21. 6) 23 (45.1) 9 (17. 6) 
不変（－9～＋9) 27 (52.9) 25 (49.0) 14 (27. 5) 15 (29. 4) 
増加（十10～ ） 12 (23.5) 15 (29.4) 14 (27. 5) 27 (52.9) 
平 均 値 +0.76 -0.02 -3.63 +9.75 
標準偏 差 17 .10 15.73 21.24 21.36 
相関係数 -0.28 -0.48 
平均の検定 有意差なし P<.05で有意
看護系（n=50)
入学→1修 1 修→2修 2修→卒業 （注）
減少（ ～ 10) 27 (54. 0) 32 (64.0) 6 (12. 0) 
Zft→卒業の
資料は女子学
不変（ 9～＋9) 16 (32.0) 15 (30.0) 12 (24. 0) 生全体には含めていない。
増加（＋10～ ） 7 (14. 0) 3 (66.0) 32 (64.0) 
平 均 f直 -8.78 -18. 29 +16. 76 
標準偏差 18.03 19.00 21.16 
相関係数 -0.17 -0.27 
平均 の検 定 P<.05で有意 P <.001で有意
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(2）尺度レベルでの変化
以上の全尺度合計でみられた変化の方向と程度は，三つの尺度でも同様であるかどうかを，
所属学科別にみてみよう。
表11は，家政系・教育系の変化を示したものである。全尺度合計の変化で，両群とも 「不変
が最も多いが，入学→1修で減少が， 1修→卒業で増加が目立っている」と述べたが， 3尺度
にもだいたい言忍められる。
表1 家政系・教育系の3尺度の変化
家政系（n=l54) 教育系 （n=225)
連帯ー孤独尺度 連帯一孤独尺度
入学→1修 l修→卒業 入学→1修 1修→卒業
減少（ ～－4) 55 (35.7) 18 (11. 7) 69 (30. 7) 43 (19. 1) 
不変（－3～＋3) 74 (48. 1) 67 (43.5) 96 (42. 7) 90 (40. O) 
増加（+4～ 25 (16. 2) 69 (44. 8) 60 (26. 7) 92 (40. 9) 
平 均 ｛直 -1.44 +3.09 -0.23 +2.42 
標準偏差 6.21 6.54 7.32 6.78 
相関係数 -0.56 -0.45 
平 均の検定 P <. 001で有意 P<.05で有意
安定一不安定尺度 安定一不安定尺度
入学→l修 1修→卒業 入学→1修 1修→卒業
減少（ ～－4) 45 (29.2) 24 (15. 6) 74 (32.9) 46 (20. 4) 
不変（－3～＋3) 81 (52. 6) 64 (41. 6) 102 (45. 3) 91 (40. 4) 
増加（+4～ 28 (18.2 66. (42. 9) 49 (21. 8) 88 (39.1) 
平 均 f直 -1.39 +2.67 -1.18 十2.39
標準偏差 6.18 7.30 7.09 7.34 
相関係数 一0.57 -0.54 
平均の検定 P <. COlで有意 P <. 001で有意
充実一空虚尺度 充実一空虚尺度
入学→l修 1修→卒業 入学→1修 1 修→卒業
減少（ ～－4) 62 (40.3) 31 (20. 1) 89 (39.6) 38 (16. 9) 
不変（－3～＋3) 61 (39. 6) 66 (42. 9) 89 (39.6) 92 (40. 9)
増加（十4～ 31 (20. 1) 57 (37. O) 47 (20. 9) 95 (42. 2) 
平 均 ｛直 -1.71 +2.21 -2.01 +3.10 
標準偏 差 7.27 7.84 8.63 8.90 
相関 係数 -0.45 -0.43 
平均の検定 P <. 001で有意 P <. 001で有意
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表12は， 美術系と体育系の変化を示したものである。美術系の全尺度合計でみられた「入学
→l修， 1修→卒業とも不変が多く，減少や増加の顕著な傾向がない」という点は一応認めら
れるが，連帯一孤独尺度で減少→減少，安定一不安定尺度で増加→増加の傾向もある。
体育系の全尺度合計の「入学→1修で減少が，1修→卒業で増加が最も多い」という特徴は
3尺度とも一貫して認められる。
表12 美術系 ・体育系の3尺度の変化
美術系（n=51) 体育系 （n=51)
連帯ー孤独尺度 連帯一孤独尺度
入学→ l修 1修→卒業 入学→l修 l修→卒業
減少（ ～ 4) 18 (35. 3) 15 (29.4) 21 (41. 2) 10 (19. 6) 
不変（－3～＋3) 22 (43. 1) 21 (41. 2) 15 (29. 4) 19 (37. 3)
増加（十4～ 11 (21. 6) 15 (29. 4) 15 (29. 4) 22 (43. 1) 
平 均 値 一0.12 -0.61 0 .16 +2.24 
標準偏差 5.72 5.77 8.36 7.53 
相関係数 -0.25 -0.49 
平均の 検定 有意差なし 有意差なし
安定一不安定尺度 安定一不安定尺度
入学→ l修 1修→卒業 入学→ 1修 l修→卒業
減少（ ～－4) 12 (23.5) 14 (27. 5) 22 (43. 1) 1 (21. 6) 
不変（－3～＋3) 26 (51. 0) 19 (37.3) 16 (31. 4) 15. (29. 4)
増加（+4～ 13 (25.5) 18 (35. 3) 13 (25. 5) 25 (49.0) 
平 均 値 +1.10 +0.51 -2.20 十3.29
標準偏 差 6.63 6.56 8.05 8.02 
相関係数 -0.20 -0.58 
平均 の 検定 有意差なし P<.01で有意
充実一空虚尺度 充実一空虚尺度
入学→l修 1修→卒業 入学→1修 l修→卒業
減少（ ～－4) 14 (27. 5) 13 (25. 5) 21 (41. 2) 9 (17. 6)
不変（－3～＋3) 23 (45. 1) 22 (43. 1) 11 (21. 6) 12 (23. 5)
増加（+4～ 14 (27.5) 16 (31. 4) 19 (37. 3) 30 (58.8) 
平 均 値 -0.22 十0.08 -1.27 +4.22 
標準偏 差 7.38 7 .16 8.30 9 .11 
相関係数 -0.46 -0.30 
平均の 検 定 有意差なし P<.01で有意
103 
表13から，看護系の「入学→ l修で減少が多く， 1修→ 2修で一層減少し， 2修→卒業で逆
に大きく増加する」という特徴も， 3尺度ともにだいたい認められる。この特徴の典型的なも
のは充実一空虚尺度での変化である。
このように，全尺度合計でみられた変化の方向と程度は，各尺度でも同様に認められる。
表13 看護系の3尺度の変化
看護系（n=50)
連帯孤独尺度
入学→1修 11多→2修 2修→卒業
減少（ ～－4) 19 (38. 0) 25 (50. 0) 9 (18. 0)
不変（ 3～＋3) 24 (48.0) 19 (38. O) 21 (42.0) 
増加（＋4～ 7 (14. O) 6 (12. 0) 20 (40.0) 
平 均 ｛直 -2.30 -3.92 +2.64 
標準偏差 6.93 6.95 7.57 
相関係数 -0.27 -0.47 
平均の検定 有意差なL P <. 001で有意
安定一不安定尺度
入学→1修 1 1修→2修 2修→卒業
減少（ ～－4) 25 (50.0) 31 (62. 0) 8 (16. 0)
不変（－3～＋3) 18 (36. 0) 13 (26.0) 12 (24. 0)
増加（十4～ 7 (14. 0) 6 (12. O) 30 (60. O) 
平 均 ｛直 -2.60 -5.86 +4.76 
標準偏差 6.62 7.08 7.32 
相関係数 -0.30 -0.26 
平均の検定 P<.05で有意 P <.001で有意
充実一空虚尺度空虚尺度
入学→l修 1 修→2修 2修→卒業
減少（ ～－4) 28 (56.0) 38 (76.0) 5 (10. O)
不変（－3～+3) 14 (28.0) 9 (18.0) 7 (14. 0)
増加（+4～ 8 (16. 0) 3 ( 6. 0) 38 (76.0) 
平 均 f直 3.88 -8.50 +9.36 
標準偏差 7 .74 8'198 .49 8 .41 
相関係数 -0.13 -0.23 
平均の検 定 P<.05で有意 P <. 001で有意
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U おわりに
以上，女子短大生を対象に行った生活感情の調査について，入学時・ I年修了時 （一部は更
に2年修了時）・卒業時の結果を比較検討した。そして，次に要約するようなことが再確認さ
れた。
① 全体的には，どちらかというと入学時から l年修了時（ 3年制短大では2年修了時）へ
の変化では減少した者が多く， 1年修了時（ 3年制短大では2年修了時）から卒業時への変化
では増加した者が多い。すなわち一般的に，生活感情は入学後ネガティ プ化をたどるが，卒業
時に至ってポジティブ化する。
② この変化は，連帯感 ・安定感 ・充実感の尺度全部で、同様なパターンでみられる。
③ また，所属学科別にみた生活感情の変化では，系統学科によってやや異なったパターン
をとるものもあることが示唆される。
①前報告で、違った方向の変化にあると指摘した看護系も，卒業時に大きくポジティブ化が
認められたので，結局，①で述べたような形の集約に含めることができる。
なお，今回の検討で，2時点聞の変化をみる場合に全尺度合計では10以上の差を，各尺度で
は4以上の差を基準においたが，何点の差をもって変化があったとするかは詳細な検討の場合
や個別的判定の場合には問題となる。 相対的基準である平均値±0.5σの考えを加味し，ゼロ
を中心とする ［不変」の該当者が全体的に38%以下にならない点で切るように配慮した結果，
このような数字となったものである。 したがって， あく までも仮の基準でしかない。
また，一連の研究は，対象者の所属学科構成や有効数に偏りがあるまま処理してきているの
で，これによる結果を直ちに一般化することはできないであろう。変化の推移からみて，2年
制短大と 3年制短大とを一緒に処理することは問題があるようにも思われる。最初，対象数を
更に増やし，安定した資料による分析を意図したが，結果的には，むしろ対象数を減らす形で
進めざるを得なかった。
一連の研究で採用した生活感情尺度は斎藤ら4）の作成したものであるが，これ自体試案的な
ものであり，尺度の構成や判定基準について，一層の基礎的な研究が必要である。
このように，更に検討すべき課題は多いのであるが，一連の研究は一応終結にしたい。
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